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　淡
く
可
憐
な
四
季
桜
。小
原
の

里
で
は
、気
象
条
件
に
よ
り
ま
す

が
例
年
11
月
中
旬
〜
11
月
下
旬
、

約
1
万
本
の
四
季
桜
が
見
頃
を

迎
え
ま
す
。11
月
1
日
〜
30
日
に

は
、小
原
ふ
れ
あ
い
公
園
を
メ
イ

ン
会
場
に
、一
帯
で「
四
季
桜
ま
つ

り
」を
開
催
。中
で
も
川
見（
せ
ん

み
）四
季
桜
の
里
で
は
、山
全
体

に
1
2
0
0
本
の
四
季
桜
と
紅

葉
が
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

見
せ
、圧
巻
の
美
し
さ
で
す
。

手透き和紙の体験や御朱印帳が人気

■アクセス
猿投グリーンロード中山イン
ター、または東海環状道路
豊田藤岡インターより国道
419号線を約１５km（約３０分）

■お問い合わせ
小原観光協会
0565-65-3808
9:00～16：00
（月～金曜日）

■豊田市永太郎町洞216
■お問い合わせ
　0565-65-2151
■休館日
　月曜日及び12月28日～1月4日
　（月曜日が休日の場合は開館）
　※１１月は無休になります。

近くに御朱印がもらえる
お寺や神社もあります

●

●

四季桜公園

●西運寺

●廣圓寺

●

小原交流館
（豊田市歌舞伎伝承館）
小原交流館
（豊田市歌舞伎伝承館）

●

和紙展示館●
和紙工芸館●

至
旭
地
区

至
土
岐
氏

至
豊
田
市
街

嶺雲寺●嶺雲寺●

北部生活改善センター

薬師寺

川見四季桜の里前洞の四季桜

豊田市和紙のふるさと

小原ふれあい公園

緑の公園

市場城址

豊田市和紙のふるさと

419

419

419

19

19

354

四季桜 と 紅葉
MAP

川見（せんみ）四季桜の里

四
季
桜
と

紅
葉
彩
る
、

小
原
の
里
へ
。

（1） 平成30年（2018年）10月号
愛知いきいきクラブ

（公財）愛知県老人クラブ連合会機関紙
会員数 約 32 万人 　 発行部数 約 25 万部

発　　   行：（公財）愛知県老人クラブ連合会
〒461-0011  名古屋市東区白壁一丁目50番地
　　　　　　愛知県社会福祉会館内
　　　　　　Tel : 052-212-5524  Fax : 052-212-5522
編集・広告：（株）新広社「いきいきライフ」編集室
〒450-0002  名古屋市中村区名駅四丁目23番地13
　　　　　　名古屋大同生命ビル4階
　　　　　    Tel : 052-527-1082  Fax : 052-527-1087
　　　　　    E-mail : ik i ik i@shinkosha.net

愛知の老人福祉

 お願い  『いきいきライフ』は掲載企業様の広告費で発行しています。サポートして頂ける広告主様がございましたらご紹介下さい。

年 4 回 発 行 (1月・4 月・7月・10月）

いきいきライフ　新広社

インターネットで過去の
 
　　　　　　　　　　　　　　   

 
を読むことができます。1面 四季桜と紅葉彩る、小原の里へ。

2面  　

3面 いきいきクラブニュース｜
　　 健康企画  「いつまでも歩き続けよう！最新科学で見つかった歩くことのメリット！」
4面 市町村トピックス｜100万人会員増強運動｜絵てがみ展覧会
5面 私の健康法　　　　　6面　川柳道場｜俳句道場
7面 読者プレゼント｜脳トレパズル
8面 いきいきインタビュー：柴田和則さん｜いきいきクラブ体操｜編集後記

巨大地震からいのちを守るために、
今できることを。 特集

プレゼントが 当たる！
2018年 10月号 INDEX

ご応募お待ちしております。
（詳細は7面）

四
季
桜
と

紅
葉
彩
る
、

小
原
の
里
へ
。



（2）平成30年（2018年）10月号

読者のこえ 特集（熱中症）：熱中症、他人事ではない！注意！注意！（北名古屋市：70代女性）

いつ起きるかわからない地震。駿河湾以西の太平洋岸の沖合に
ある南海トラフ沿いで、今後30年以内に大規模地震が発生する

確率は70％～80％と言われています。過去の災害に学び、「自分の身は自分で守る」が基本です。家庭でできる備えを
愛知県防災局防災危機管理課に伺いました。あなたの大切な家族のいのちを守るため、できることから始めましょう。

避難する場所を確認
し、そこまでの安全な
ルートを家族で決め
ましょう。

家具や落下物などキケンなもの
からすぐ離れる。クッションや座

布団などで頭を守る。丈夫なテーブルの
下などにもぐる。火の始末は、揺れがおさ
まってから。

いのちを守るために、

住んでいる
ところは安全か、
地震ハザードマップ※

を確認！

今できることを。

1

いつでもどこでもグラッときたら、
この基本行動

3

いつでもどこでも緊急情報が
手に入るように。

4

家族の安否確認の方法　6

東日本大震災以降、7日分のストックが必要と言わ
れています。飲料水は、1人1日3リットルが目安。
在宅で避難生活が送れない場合、非常持ち出し袋
に3日分を持って指定避難場所へ。

飲料水や食料品は、
7日分を目安に備えましょう。

5

家の中のキケンな場所をチェック！2
□ 寝室にはできるだけ家具を置かない。
□ 出入り口近くに家具や本棚を置かない。

倒れた家具でドアが開かない！
逃げ道を塞がれることに。

□ 家具、テレビ、パソコン、
冷蔵庫などの転倒防止対策を。

□ TVや電子レンジなど、
重い物は低い所に置く。

□ キャスター付きの家具は
車輪の移動防止措置をする。

□ 窓はガラスの飛散を防ぐフィルムを貼るなど対策を。

ご自分でできない高齢者の方などは、ホームセンターやシルバー人材センタ—などに相談してみましょう。
市町村によっては、費用の助成や業者のあっせんを行っているところもありますのでお問い合わせください。
パソコンやスマートフォンからも検索できます。

毎月1日と15日、9月の防災週間、1月の防災とボランティア週間に体験利用ができます。

災害用ブロードバンド伝言板web171 https://www.web171.jp

ガイダンスが
流れます

被災地の方は自宅の電話番号を、
被災地以外の方は被災地の電話番号を

携帯電話
災害用
伝言板

各社のトップメニューから「災害用伝言板」を開く1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ ）7 1 1伝言の
録音 方法 ■ 伝言の登録方法

伝言を入れる
（30秒以内）

伝言を入力
（最大100文字まで）

伝言を聞く
（30秒以内）ガイダンスが

流れます
被災地の方は自宅の電話番号を
被災地以外の方は被災地の電話番号を、

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（ ）7 1 2伝言の
再生 方法

※自治体から各戸に
　配布されています。 家具転倒防止対策  担当窓口一覧　http://www.pref.aichi.jp/bousai/kagutaisaku-madoguchi.pdf

キケンなもの
から離れる

1 姿勢を低くし、
ダンゴムシのような
姿勢をとる

3

クッションや
カバンなどで
頭を守る

2

自宅 頭をカバンなどで守り、路上では、
窓ガラス・看板などの落下物に

注意し、建物から離れる。ブロック塀や自動
販売機などに近づかない。電柱や垂れ
下がった電線に注意。

街

ハザードランプを点灯し、ゆっくり
減速。緊急車両が通りやすいよう

にできるだけ道路端に停車します。ラジオで
情報収集し、車を離れる時は、車検証を携帯
し、キーはつけたままドアロックをしないこと。

車 海岸付近で地震にあったら、揺れ
の大きさに関わらず高い所に

避難。特にゆっくりゆ～らゆ～ら揺れる地震
が発生したら、津波が起きることを強く
意識してすぐに避難します。

海

TVやラジオ、有線放送などに加えて、新たな情報入手の手段として、携帯電話の
「緊急速報メール」があります。自治体からの災害・避難指示を受信できるほか
、気象庁からの緊急地震速報や津波警報も配信されます。設定方法と対応機種
については、各携帯会社のHPや携帯ショップにお問い合わせください。

災害用
伝言

ダイヤル
171

「登録」を
選択

■ 伝言の確認方法
「確認」を

選択
被災地の方の携帯電話
番号を入力して伝言を見る

※緊急時は、緊急電話以外できるだけ
　電話の使用は控えましょう。

老人クラブ会員向けに3つの保険で安心補償
自分がケガをした時の保険です。
傷害保険 24時間型傷害保険 24時間型

賠償責任保険賠償責任保険

傷害保険 活動型傷害保険 活動型

対　　象 : 老人クラブ会員に限ります。年齢制限はなく、いつでも加入できます。（1人1口加入）

補償範囲 : 「24時間型（掛金3タイプ）」と「活動型（掛金3タイプ）」
掛 金 : 

補償内容 ：

保険期間 ： 掛金払込み日の翌月1日から1年間

死亡・後遺障害保険金（後遺障害保険金はクラブ活動中のみ）／入院保険金／
手術保険金／通院保険金

〈　24時間型〉 お一人掛金年額 10,000円、5,000円、3,500円
〈　活動型〉 お一人掛金年額 2,000円、1,000円、500円

ただし、加入手続きは所属老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体傷害保険です。

〈病気および他人に与えたケガは対象外です。〉

〒100-8822 
東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8769 〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社

TEL.03-3597-8770  FAX.03-3597-8767

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

※この広告は「老人クラブ団体傷害保険 総合生活保険（傷害補償）」の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、
必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

① 対　　象：
③ 掛　　金：

老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

② 保険期間：
④ 補　　償：

毎年10月から1年間
支払限度額1億円

17-T00982　平成29年4月作成
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読者のこえ 健康法：表紙しか見てなかった。今まで読まなかったのが悔しいです。（田原市：60代女性）

健康企画

山田 正樹 先生
愛知医科大学医学部卒後、名古屋大学
医学部第３内科に入局。
医学博士、認定産業医。
現在は一般財団法人毎日ドクター理事
長として内科外来、消化器内視鏡検査、
健康診断を担当。多くの企業で産業医活
動、医学講演も行っている。
毎日ドクターは平成29年4月、JRゲート
タワー 26Fに移転、新クリニックOPEN。

一般財団法人  毎日ドクター
名古屋市中村区名駅 1-1-3  ＪＲゲートタワー 26F
ＴＥＬ052-581-2526　ＦＡⅩ 052-561-0515

www.mainichi-dr.com

外来診療 健康診断 人間ドック

内科｜耳鼻咽喉科｜眼科｜皮膚科｜精神科｜婦人科
（糖尿病治療 痛風・リウマチ治療も行っています）

人
類
の

   

祖
先
は

　
私
達
人
類
の
祖
先
は

30
万
年
前
に
登
場
し
た

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

と
、そ
の
後
20
万
年
前
に

登
場
し
た
ホ
モ
サ
ピ
エ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
が
登
場
す
る

と
次
第
に
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
は
減
少
し
て

い
き
絶
滅
し
ま
し
た
。現

代
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
の
遺
伝
子

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
が
、数
パ
ー
セ
ン
ト

の
確
立
で
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
を

受
け
継
い
で
い
る
人
も

い
ま
す
。

人
類
は
な
ぜ

　
歩
き
だ
し
た
か

　
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル

人
も
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス

も
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
生

ま
れ
ま
し
た
。彼
ら
は

よ
り
良
い
環
境
を
求
め

て
、多
く
の
獲
物
を
求
め

て
歩
き
出
し
ま
し
た
。ア

フ
リ
カ
大
陸
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
、そ
し
て
ア
ジ

ア
へ
と
果
て
し
な
い
旅

に
出
た
の
で
す
。

最
新
科
学
が

　
歩
き
を
解
明

　
歩
く
と
い
う
行
動
は

着
地
の
瞬
間
に
下
肢
や

腰
椎
に
衝
撃
が
加
わ
り

ま
す
。こ
の
衝
撃
に
よ
り

骨
か
ら
重
要
な
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
最
新
の
研
究
で

判
明
し
ま
し
た
。１
つ
は

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
オ
ス
テ
オ
ポ
ン
チ
ン
、

も
う
1
つ
は
記
憶
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
オ
ス
テ

オ
カ
ル
シ
ン
で
す
。人
類

の
祖
先
が
獲
物
を
求
め

て
果
て
し
な
い
旅
に
出

た
時
、病
気
に
な
ら
な
い

丈
夫
な
体
を
維
持
す
る

た
め
に
、そ
し
て
ど
の
森

に
ど
ん
な
獲
物
が
多
く

い
る
の
か
記
憶
す
る
た

め
に
、歩
く
こ
と
が
進
化

の
過
程
で
人
類
に
と
っ

て
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

歩
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

　
こ
れ
ま
で
は
予
防
医

学
の
立
場
か
ら
、歩
く
こ

と
に
よ
っ
て

❶
心
肺
機
能
が
維
持
さ

れ
る

❷
筋
力
が
維
持
さ
れ
る

❸
骨
が
丈
夫
に
な
る
　

❹
糖
尿
病
の
予
防
効
果

が
あ
る

❺
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
安
定
す
る

な
ど
が
実
証
さ
れ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
て

最
新
の
研
究
で
は
前
述

の
よ
う
に
歩
く
こ
と
に

よ
り
病
気
に
対
す
る
免

疫
力
が
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
、記
憶
力
が
保
た
れ
て

認
知
症
の
予
防
に
効
果

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。

上
手
な
歩
き
方

　
歩
く
こ
と
は
健
康
長

寿
に
不
可
欠
で
す
。上
手

な
歩
き
方
の
コ
ツ
と
し
て

❶
歩
く
時
間
は
食
後
１
時

間
半
か
ら
ス
タ
ー
ト
。               

❷
歩
く
前
に
は
少
し
水

分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

❸
一
度
に
連
続
し
て
何

時
間
も
歩
く
よ
り
30
分

程
度
の
散
歩
を
朝
夕
2

回
に
わ
け
て
疲
れ
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

❹
歩
く
前
と
歩
き
終

わ
っ
た
後
に
は
体
操

と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま

し
ょ
う

❺
拳
半
分
ほ
ど
歩
幅
を

広
げ
て
体
重
移
動
を
意

識
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う

❻
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
い
っ
て
散
歩

の
と
き
に
時
々
3
分
間

ほ
ど
早
足
で
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も

　
歩
き
続
け
よ
う

　
人
類
の
祖
先
が
生
み

出
し
た
歩
き
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
大
切
に
し
て
、い

つ
ま
で
も
人
生
と
い
う

道
を
楽
し
く
元
気
に
歩

き
続
け
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も

最
新
科
学
で
見
つ
か
っ
た

  

歩
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
！ ！

歩
き
続
け
よ
う

歩
き
続
け
よ
う！！

歩
き
続
け
よ
う

上手な歩き方上手な歩き方
❶食後1時間半からスタート
❷水分をとる
❸３０分間程で
❹体操やストレッチも
❺少し歩幅を広げて
❻時々早足で

海
テ
レ
ビ
・
庄
野
井
俊

哉
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
講

演
を
行
い
ま
し
た
。そ

の
後
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て「
豊
田
市
棒

の
手
保
存
会
」に
よ
る

棒
の
手
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
各
市
県
よ

り
、
生
き
が
い
、
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
や

友
愛
サ
ロ
ン
の
開
設
、

ク
ラ
ブ
の
復
活
や
新

設
さ
れ
た
事
例
な
ど

の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。発
表
後
は
質
疑
も

あ
り
、活
発
な
事
例
発

表
と
な
り
ま
し
た
。最

後
に
来
年
度
開
催
の
富

山
県
老
連　

島
田
会
長

の
挨
拶
で
研
修
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
が
各
地
域
に

お
い
て
、活
発
な
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

伸
一
氏
に
よ
る
「
長
寿

社
会
の
未
来
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
超
高
齢
者
時
代
に

お
け
る
社
会
や
医
療
の

変
化
や
長
生
き
を
喜
べ

る
社
会
の
条
件
な
ど
の

秘
訣
を
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

■
大
会
宣
言

【
１
】
健
康
づ
く
り
、

　

７
月
５
日（
木
）
～

６
日（
金
）蒲
郡
温
泉
・

ホ
テ
ル
竹
島
に
て「
平

成
30
年
度
東
海
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

を
開
催
し
、
富
山
県
、

福
井
県
、
岐
阜
県
、
三

重
県
、
名
古
屋
市
、
愛

知
県
の
老
人
ク
ラ
ブ

代
表
者
167
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

河
野
参
事
の
基
調
報
告

が
あ
り
、続
い
て「
話
し

声
の
す
る　

元
気
な
街

づ
く
り
」と
題
し
て
、東

　
　

８
月
31
日

（
金
）、
豊
田
市

民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
53
回
愛

知
県
老
人
福
祉

大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第

１
部
で
は
、
愛

知
県
知
事
表
彰
・

感
謝
状
、
愛
知
県
老
連

会
長
表
彰
・
感
謝
状
の

顕
彰
が
あ
り
、
続
く
協

議
で
は
「
大
会
決
議
」

「
大
会
宣
言
」「
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
の
申

し
合
わ
せ
」の
各
案
が
、

満
場
一
致
で
採
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
名
誉
総
長　

大
島

介
護
予
防
活
動
を
推
進

し
、
心
身
と
も
に
健
康

の
保
持
に
努
め
、
生
涯

学
習
活
動
や
、
社
会
参

加
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。

【
２
】
仲
間
の
輪
を
広

げ
る
活
動
と
病
弱
や
ね

た
き
り
の
仲
間
を
支
え

る
友
愛
活
動
を
引
き
続

き
展
開
し
、
高
齢
者
の

孤
立
化
や
閉
じ
こ
も
り

を
防
止
し
ま
す
。

【
３
】
幅
広
い
高
齢
者

の
参
加
に
よ
る
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て
、強
化
・

促
進
を
図
り
ま
す
。

【
４
】「
老
人
の
日
・

老
人
週
間
（
９
月
15

日
か
ら
９
月
21
日
）

の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、「
社

会
奉
仕
の
日
」
の
全
国

一
斉
活
動
な
ど
の
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。

【
５
】
若
手
リ
ー
ダ
ー

及
び
女
性
の
活
力
が
発

揮
で
き
る
場
づ
く
り
を

拡
大
す
る
な
ど
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
、
明
る
く

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

【
６
】
常
に
家
族
と
話

し
合
い
、
近
隣
と
の
親

交
や
、
世
代
間
の
交
流

を
深
め
、
伝
承
活
動
を

通
じ
て
地
域
文
化
の
継

承
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

【
７
】
地
域
の
見
守
り

活
動
や
防
犯
・
防
災
活

動
及
び
交
通
安
全
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
消
費
者
被
害
や
詐

欺
被
害
を
防
ぎ
、安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

愛
知
県
老
人福祉

大
会

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

愛知 いきいき
　　クラブニュース

平成

30
年度

第

53 
回

愛知で

開催



（4）平成30年（2018年）10月号

読者のこえ 市町村トピックス：役員の苦労話も取り上げて。（稲沢市：60代男性）

平成30年まで
地域いいきき 市町村トピックス市町村トピックス

「市町村トピックス」では会員の方たちの活動を募集しています。
自薦他薦は問いません。右記までご応募ください。 愛知県老人クラブ連合会  ☎052-212-5524　

老人クラブ「100万人会員増強運動」
総力を結集して全国100万人増強を達成しよう！

① 単位クラブは、まずはあと一人の加入増を！
② 解散クラブの防止を！
③ 未結成地域に新規クラブの立ち上げを！

会 員 増 強 運 動 ５ 年 目 に 向 け て

力
あ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指

し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
同
好
会
、ヨ

ガ
同
好
会
な
ど
も
作
り

ま
し
た
。ヨ
ガ
の
講
師

は
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時

代
に
50
代
で
ヨ
ガ
を

始
め
た
会
長
の
矢
野
さ

ん
。「
い
く
つ
か
ら
で

も
開
脚
は
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
し
、ヨ
ガ

の
腹
式
呼
吸
は
本
当
に

か
ら
だ
に
い
い
の
で
高

齢
者
に
お
す
す
め
で

す
」。活
動
の
場
と
な
っ

て
い
る「
憩
い
の
家
」で

は
、定
員
オ
ー
バ
ー
す

る
程
の
人
気
の
た
め
、

楽
し
ま
れ
る
そ
う
で

す
。会
長
の
永
田
さ
ん

は
、そ
の
日
に
観
光
会

社
の
人
と
次
回
の
旅
行

の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
募
集

を
か
け
る
の
が
常
。「
休

む
暇
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、み
な
さ
ん
協
力
的

な
の
で
頑
張
れ
ま
す
。

定
員
に
足
ら
な
け
れ
ば

行
っ
て
も
い
い
よ
〜
、

今
回
は
ダ
メ
だ
け
ど
次

回
は
行
く
か
ら
ね
、と

か
言
っ
て
も
ら
え
て
。

私
は
5
歳
か
ら
幸
田
っ

子
で
す
が
、地
区
の
役

員
を
き
っ
か
け
に
初
め

　
10
年
前
、す
べ
て
の

人
に
開
か
れ
た
魅
力
の

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
作

ろ
う
と
、当
時
の
会
長

さ
ん
を
中
心
に
、熱
い

思
い
の
も
と
生
ま
れ

変
わ
っ
た「
湯
山
ク
ラ

ブ
」。現
在
会
員
は
75

〜
80
歳
代
が
中
心
で

男
性
32
名
女
性
49
名

計
81
名
。活
動
的
な
魅

　
幸
田
町
の
中
心
に

あ
る
岩
堀
朋
友
会
は
、

現
在
男
性
58
名
女
性

75
名
計
133
名
。75
歳
が

若
手
と
い
う
ク
ラ
ブ
で

す
が
み
な
さ
ん
と
て
も

元
気
闊
達
。「
仲
良
し

ク
ラ
ブ
」と
呼
ん
で
い

る
通
り
、ほ
ぼ
1
か
月

お
き
に
日
帰
り
バ
ス

旅
行
が
あ
り
、毎
回
定

員
枠
40
名
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
。寺
社
参
り
を
し

な
が
ら
三
河
温
泉
や
長

島
温
泉
な
ど
へ
行
き
、

シ
ョ
ー
や
食
事
な
ど
1

日
た
っ
ぷ
り
親
睦
会
を

街
の「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
」で
の
ヨ
ガ
教
室
を

開
放
し
、参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
高
浜
市
の「
健
康
自

生
地
」と
い
う
取
り
組

み
に
も
参
加
。

　
こ
れ
は
高
齢
者
が
家

に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、商
店
街
や

公
共
施
設
な
ど
に
行
く

と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

る
と
い
う
も
の
。「
憩
い

の
家
」に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
、「
湯
山
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
参
加
を
決
め

た
そ
う
で
す
。決
ま
っ
た

曜
日
以
外
に
も
、毎
日

オ
ー
プ
ン
し
て
い
つ
で

も
気
軽
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、当
番
制
で

「
憩
い
の
家
」の
管
理
を

て
地
域
と
の
関
わ
り
の

大
切
さ
を
感
じ
、夫
婦

で
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た

の
が
75
歳
の
時
。2
年

目
に
し
て
会
長
に
な
り

ま
し
た
。大
変
で
す
が

そ
れ
以
上
に
い
い
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ

り
が
た
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。パ
ソ
コ
ン
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た（
笑
）。役
員
は
1
年

交
代
。み
な
さ
ん
が
助

け
て
く
れ
て
協
力
的
だ

か
ら
、だ
れ
で

も
引
き
受
け
ら

れ
ま
す
」

■
1
年
を
通
じ

て
学
校
へ
出
か

け
る
回
数
も
多

く
、子
ど
も
た

ち
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

■
地
域
の
子
ど
も
と
大

人
が
交
流
で
き
る
行
事

を
積
極
的
に
開
催
。

　
夏
休
み
に
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
を
毎
日
6
時

30
分
か
ら
、
8
月
31

日
ま
で
開
催
。「
1
週

間
毎
に
担
当
者
を
決
め

て
、
ラ
ジ
オ
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
昨
日
の
参

加
者
は
、
子
ど
も
約

60
名
大
人
約
40
名
と

　
開
発
が
進
み
、子
ど

も
の
数
が
増
え
て
い
る

地
区
の
小
学
校
と
の
交

流
も
活
発
で
す
。1
年

生
の
子
ど
も
た
ち
と

は
、「
昔
遊
び
に
挑
戦

し
よ
う
」と
12
名
の
会

員
が
コ
マ
遊
び
な
ど
を

指
導
し
て
、遊
び
ま
し

た
。校
内
の
野
菜
畑
で

は
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗

付
け
か
ら
収
穫
、焼
き

芋
ま
で
お
手
伝
い
。な

す
の
育
成
に
も
会
員
が

大
盛
況
で
す
。
8
月

25
日
に
は
、
そ
う
め

ん
流
し
や
金
魚
す
く

い
、
ゲ
ー
ム
な
ど
夏
祭

り
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
、
多
世
代
が
交

流
で
き
る
場
を
創
っ
て

い
ま
す
」。
街
づ
く
り

協
議
会
開
催
の
防
災
訓

練
で
は
、
避
難
所
設
営

を
担
う
な
ど
、
街
の
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

指
導
に
出
か
け
て
い
ま

す
。運
動
会
や
学
芸
会

の
時
に
は
、「
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
が
ん
ば
る

の
で
見
に
き
て
く
だ
さ

い
」と
、子
ど
も
た
ち
か

ら
ひ
と
り
一
人
に
招
待

状
が
送
ら
れ
て
き
て
、

特
等
席
で
観
戦
。1
年

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
、自

然
に
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
活
動
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

ヨガ教室の講師でもある、会長の矢野正彦さん
右から会長：永田浩三さん　前会長：城所真治さん
顧問：加藤勝さん

月2回、街の防犯パトロールをしています。

園芸部のみなさんの手でお花の絶えない
憩いの家。

毎月熊野神社の清掃をする会員のみなさん。

役
員
は
1
年
交
代
。

ク
ラ
ブ
全
体
の
中
に
協
力
し
合
う
空

気
が
あ
る
、「
仲
良
し
ク
ラ
ブ
」で
す
。

　
　

2
0
1
7「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」 表
彰

額
田
郡
幸
田
町
岩
堀
地
区
　「
岩
堀
朋
友
会
」

「
湯
山
ク
ラ
ブ
」を
知
っ
て
も
ら
う
、

そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

2
0
1
7「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」 表
彰

高
浜
市
湯
山
町
　「
湯
山
ク
ラ
ブ
」

豊田市・鈴木さん

岡崎市・瓜生さん

岡崎市・杉田さん

稲沢市・河野さん

刈谷市・森本さん

岡崎市・杉田さん

一宮市・中島さん

安城市・野村さん

〒450-0002   名古屋市中村区名駅4-23-13
　　　　　　名古屋大同生命ビル4階

（株）新広社
　    「いきいきライフ」編集室
※氏名、年齢、住所をご記入ください。
※お寄せいただきました作品の返却はいたしません。

絵てがみの投稿を
お待ちしています。

テーマ
は自由

心のこもった皆さんからの
 絵てがみをご紹介いたします。

絵てがみ展覧会
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読者のこえ おすすめの食べ物：赤みそ大好き人間！（半田市：80代女性）

　

里
山
に
秋
が
き
た
。日
は
短
い
け

ど
そ
の
分
夜
が
長
い
、木
々
が
茜
色

に
染
ま
り
、紅
葉
の
一
葉
、一
葉
に
秋

風
を
感
じ
ま
す
。深
ま
り
行
く
秋
色

を
豊
か
に
楽
し
む
季
節
で
す
。風
に

乗
っ
て
紅
葉
が
山
か
ら
里
へ
と
広
が

り
行
く
さ
ま
は
、さ
な
が
ら
一
幅
の
絵

の
様
で
す
。赤
い
橋
げ
た
に
、し
だ
れ

た
紅
葉
の
一
枝
に
ひ
と
す
じ
の
逞
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。高
齢
者
に
な
り
孤

独
な
状
況
の
中
で
も
悲
観
し
な
い
で
、

ど
ん
な
小
さ
な
事
に
で
も
愛
着
を
持

つ
こ
と
で
す
。誰
か
に
細
や
か
な
愛
情

を
注
ぐ
事
は
、小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る

事
に
繋
が
り
ま
す
。孤
独
に
慣
れ
、楽

し
む
こ
と
で
す
。一
人
に
慣
れ
よ
う
と

す
る
う
ち
に
、一
人
で
い
る
こ
と
が
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。孤
独
と
い
う
の

は
老
い
と
共
に
誰
で
も
通
り
行
く
道

で
、避
け
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。だ
っ

た
ら
出
来
る
だ
け
楽
し
む
こ
と
に
心

が
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。野
辺

に
咲
く
花
に
も
愛
情
を
持
ち
、絶
え

ず
家
族
や
友
達
に
も
感
謝
の
気
持
ち

を
保
つ
事
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。愛
情
を
注
ぐ
こ
と

は
、自
分
自
身
に
も
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
。

女
性
部
会
長

県
老
連
副
会
長

久
木  

好
子

 

こ
れ
が
健
康
の
秘
け
つ
！

皆
さ
ん
の
健
康
法
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

わ
た
し
の

法
康
健

　

私
が
所
属
す
る
宝
町
栄

老
人
ク
ラ
ブ
は
、健
康
増

進
同
好
会
の
活
動
と
し

て
ペ
タ
ン
ク
、ゴ
ル
フ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等

数
多
く
の
ク
ラ
ブ
活
動

が
あ
り
ま
す
。私
は
い
ず

れ
の
同
好
会
に
も
属
し
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
ペ
タ
ン
ク
競
技

は
、知
立
市
内
に
多
く
の

同
好
会
組
織
が
あ
り
、知

立
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
同
好
会
も
、健

康
増
進
目
的
の
活
動
で
す

が
、市
民
競
技
大
会
出
場

を
目
標
に
、町
内
の
公
園

で
毎
週
練
習
を
し
て
い
ま

す
。練
習
中
は
、会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

心
身
共
に
健
康
を
保
つ
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
の
健
康
法

　
　
知
立
市
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
相
談
役
　
岡
田
　
浩
（
76
歳
）

　

毎
日
５
㎞
の
散
歩
で

す
。散
歩
コ
ー
ス
に
は
車

止
め
が
設
置
さ
れ
、100
ｍ

ご
と
に
鋲
が
打
た
れ
て
い

ま
す
。今
日
は
100
ｍ
を
何

歩
で
歩
く
か
、何
秒
で
歩

く
か
課
題
を
設
定
し
、安

全
な
道
な
の
で
800
ｍ
を
後

ろ
向
き
で
歩
き
、体
力
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
毎
月
１
回

「
健
康
第
一
」を
主
テ
ー
マ

に「
友
愛
講
座
」を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。高
齢

者
が
実
践
出
来
そ
う
な
健

康
に
関
す
る
講
演
・
実
技

指
導
を
受
け
、私
自
身
も

健
康
維
持
に
生
か
し
て
い

ま
す
。ま
た
、講
演
終
了
後
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
自
由

で
気
楽
な「
お
喋
り
会
」で

会
員
と
の
会
話
を
楽
し
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、友

達
も
増
え
て
健
康
維
持
の

一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
健
康
維
持
法

　
　
稲
沢
市
　
千
代
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
家
田
　
尚
彦
（
76
歳
）

　

私
た
ち
の
会
で
は
、７

月
下
旬
の
５
日
間
に「
三

世
代
交
流
事
業 

朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
」を
行
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
色
々
な
行

事
を
行
い
ま
す
が
、健
康

で
な
け
れ
ば
楽
し
ん
で
行

事
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
な
り
の
健
康
法
と
し

て
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。健
康

状
態
は
市
の
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
、健
康
管
理

の
た
め
毎
日
体
重
を
測
っ

て
い
ま
す
。「
昔
は
こ
れ

ぐ
ら
い
は
で
き
た
」と
過

信
せ
ず
、無
理
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま

た
、持
病
の
喘
息
が
あ
り
、

医
師
か
ら「
風
邪
は
駄
目

だ
」と
注
意
さ
れ
た
の
で
、

予
防
の
た
め
風
呂
上
り
に

水
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

私
な
り
の
健
康
法
を
続

け
て
、会
の
行
事
を
楽
し

ん
で
い
き
ま
す
。

わ
た
し
の
健
康
法

　
　
豊
川
市
　
中
条
寿
会

会
長
　
青
山
　
勝
徳
（
72
歳
）

　

無
理
を
し
な
い
事
。こ
の
ご
時
世
ス
ト
レ
ス
な

し
で
は
生
き
て
ゆ
く
の
は
難
し
い
。自
営
業
で
少

し
働
き
、息
子
夫
婦
は
あ
り
が
た
い
事
に
、ま
だ
当

て
に
し
て
く
れ
て
い
る
。今
時
、子
ど
も
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
家
は
少
な
い
と
思
う
。

　

日
曜
日
は
ブ
ラ
っ
と
町
へ
行
き
、洋
服
を
見
た

り
、喫
茶
店
で
お
茶
を
し
た
り
、自
由
に
の
ん
び
り

と
兄
弟
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
…
老
人
ク
ラ
ブ
の

週
１
回
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
で
腹
の
底
か
ら
声
を
出

す
。聞
い
て
い
る
人
に
は
音
痴
で
迷
惑
だ
け
ど
そ
ん

な
事
、気
に
し
な
い
。夕
方
30
～
40
分
歩
い
て
、足

を
鍛
え
て
い
る
。こ
れ
が
私
の
健
康
法
で
あ
る
。

　
　
　
私
の
健
康
法

　
　
　
　
　 

豊
橋
市

　
　
　
　
　 

岩
田
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

小
椋
　
か
つ
子
（
74
歳
）

アンケートアンケート  愛知県おススメの食べ物
いきいきライフ夏号アンケートより

うなぎ・ひつまぶし
味噌煮込みうどん
味噌カツ

うなぎ・ひつまぶし
味噌煮込みうどん
味噌カツ
きしめん
赤味噌

1位
2位
3位
4位
5位

今や全国的な知名度を誇る、
我らが愛知・名古屋特有の郷土
食「なごやめし」。おススメ第1位
はうなぎ・ひつまぶしでした。
その他の順位は、やはり赤豆
味噌文化圏だけあって、皆さん
が日頃慣れ親しんでいる味噌
料理がずらりと並びました。
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読者のこえ 趣味：吹き矢、集中力、健康作りにも良いです。（大府市：70代男性）

田中宏明（たなか・ひろあき）
昭和14（1939）年、愛知県名
古屋市生まれ。新俳句人連盟
幹事、愛知支部事務局長。
県下、各句会講師。愛知県
岩倉市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

新海照弘（しんかい・てるひろ）
昭和6（1931）年、愛知県知多
市生まれ、20代のころから川
柳づくりに励む。
現在、番傘川柳本社同人、名
古屋番傘川柳会同人、名古
屋市民文芸祭選者、愛知川
柳作家協会相談役、西岐阜
川柳講座講師、岐阜県各務原
市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

鍬
を
持
つ  

昭
和
一
桁  

茄
子
の
紺

安
城
市
　
神
田
　
正
江

【
寸
評
】　

や
が
て
は
卒
寿
に
な
る
今
、往
年
の
胼
胝
は
消
え
て
皺

深
い
掌
に
手
癖
の
付
い
た
鍬
を
持
ち
、せ
っ
せ
と
土
を
噛
ま
せ
つ

つ
、並
び
生
る
艶
々
と
し
た
茄
子
の
紺
色
を
日
々
愛
で
て
楽
し
む
。

一
日
を  

ゆ
っ
く
り
老
ゆ
る  

冷
奴

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

【
寸
評
】　

焦
る
こ
と
、慌
て
る
こ
と
、急
ぐ
こ
と
等
何
も
無
い

日
々
の
ゆ
っ
く
り
を
繋
ぐ
。自
分
の
視
聴
感
覚
に
合
っ
た
テ
レ

ビ
、音
楽
を
楽
し
み
、夕
に
は
好
き
な
冷
奴
を
摘
ま
み
つ
つ
泉
下

の
友
と
語
る
の
だ
。

片
陰
の  

風
の
浄
土
に  

杖
を
お
く

安
城
市
　
稲
垣
カ
ノ
ヱ

【
寸
評
】　

小
説
か
、芝
居
の
一
場
面
の
よ
う
な
所
を
得
て
経
典
の

一
部
を
思
い
う
か
べ
つ
涼
風
に
休
む
。来
し
方
行
く
末
に
今
の
自

分
の
在
り
様
を
置
き
据
え
て
静
か
に
鑑
み
る
ひ
と
時
。

　

岡
崎
市
　
稲
吉
は
ま
子

豊
川
市
　
中
尾
　
達
雄

豊
橋
市
　
小
椋
か
つ
子

岡
崎
市
　
阿
部
　
啓
子

稲
沢
市
　
農
中
　
節
子

春
日
井
市
　
辻
井
　
文
子

豊
橋
市
　
彦
坂
　
吉
尚

刈
谷
市
　
宮
田
喜
代
二

豊
橋
市
　
原
　
　
芳
夫

豊
橋
市
　
須
﨑
　
洋
子

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

一
宮
市
　
佐
藤
と
き
こ

岡
崎
市
　
田
村
　
孝
雄

稲
沢
市
　
田
中
　
佳
子

一
宮
市
　
松
原
　
美
香　

豊
川
市
　
宮
城
　
忠
義

設
楽
町
　
伊
藤
　
雅
史

西
尾
市
　
榊
原
　
利
夫

春
日
井
市
　
水
野
　
幸
治

一
宮
市
　
田
口
　
和
子

豊
橋
市
　
石
川
　
重
行

一
宮
市
　
入
山
美
智
子

愛
西
市
　
近
藤
　
清
子

岡
崎
市
　
今
井
　
多
未

岡
崎
市
　
加
藤
千
恵
子

刈
谷
市
　
青
木
　
啓
三

豊
橋
市
　
河
合
　
昭
子

高
浜
市
　
都
築
　
典
子

豊
橋
市
　
彦
坂
　
昌
代

愛
西
市
　
山
田
　
昌
生

サ
イ
レ
ン
は 

人
さ
ま
ざ
ま
に 

終
戦
忌

枇
杷
の
実
に 

夕
日
の
残
る 

星
の
径

余
生
を
ば 

思
い
巡
ら
し 

蝉
を
聴
く

聞
き
流
す 

こ
と
も
時
に
は 

心
太

盆
近
し 

ふ
と
口
遊
む 

故
郷
の
唄

裏
も
空
家 

隣
り
も
空
家
と 

な
っ
た
夏

新
曲
へ 

手
足
も
ど
か
し 

盆
踊

八
十
路
坂 

一
人
く
ら
し
の 

冷
奴

新
記
録 
日
々
更
新
の 

暑
さ
か
な

算
数
の 
宿
題
解
き
て 

心
太

盆
唄
に 

踊
ら
ぬ
女
の 

紺
の
下
駄

能
登
瓦 

炎
暑
に
眩
し 
ラ
ン
プ
宿

伏
す
吾
と 

友
と
弁
当 
日
焼
け
顔

明
日
へ
と 

気
持
ち
切
り
替
へ 
髪
洗
ふ

焼
印
の 

薄
れ
し
ま
ま
に 

登
山
杖

花
蓮
に 

愚
痴
を
こ
ぼ
せ
ば 

お
釈
迦
様

人
の
名
の 

失
せ
し
ま
ま
な
る 

夕
端
居

花
火
果
て 

家
路
に
急
ぐ 

下
駄
の
音

初
ぜ
み
や 

足
湯
も
あ
り
て 

道
の
駅

足
と
め
る 

つ
ゆ
草
の
青 

空
の
青

 

特
　
選

 

入
　
選

こ
の
川
柳
道
場
の
歴
史
が
10
年
超
と
は
驚
き
。皆
さ
ん
の
ご
熱
意
、ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
。

毎
回
た
く
さ
ん
の
ご
出
句
多
謝
し
き
り
。道
場
と
は
い
え
発
表
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
も
あ
り
、

発
表
句
数
に
限
り
の
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。

第50 回

田
中
宏
明
さ
ん
の

俳
句
道
場

当
季
雑
詠

新
海
照
弘
さ
ん
　の

川
柳
　 

場
道

〒461-0011
名古屋市東区白壁1-50
愛知県社会福祉会館内

（公財）愛知県老人クラブ連合会
「いきいきライフ川柳・俳句」係

11月7日（水）必着
２０１７年6月1日より、ハガキ料金が
６２円に値上げされましたので、ご投函
の際はご注意下さい。

川柳 俳句
１人1枚、5句
まで。

川柳と俳句の応募は別々の
ハガキでご応募ください。 ※ハガキは返却いたしません。

川柳・俳句の

応 募 方 法

忘れる涙

張
り
詰
め
た　

 　
　
　

　
　
　
　
　

演
技
涙
の　
　

　
　

着
地
点　    

豊
田
市
　
吉
田
　
鏡
子

【
寸
評
】　

張
り
詰
め
た
ム
ー
ド
の
中
で
の
体
操
競
技
な
ど
の

み
ご
と
な
演
技
に
感
じ
入
る
ば
か
り
。ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
積
み

重
ね
成
果
か
ら
あ
の
技
が
生
ま
れ
る
。上
５
の「
張
り
詰
め
た
」

か
ら
下
５
の「
着
地
点
」が
み
ご
と
。

◆ 

入
選

花
嫁
の 

真
珠
の
涙 

披
露
宴

豊
橋
市
　
板
橋
　
章
一

こ
と
ば
よ
り 

涙
が
語
る 

胸
の
う
ち

豊
明
市
　
髙
木
　
繁
伎

久
し
ぶ
り 

声
か
け
ら
れ
て 

涙
ぐ
む

稲
沢
市
　
中
野
　
武
一

泣
き
な
さ
い 

君
の
涙
は 

糧
に
な
る

西
尾
市
　
佐
藤
　
哲
也

感
激
の 

涙
を
多
く 

流
し
た
い東

浦
町
　
磯
村
　
實
也

◆ 

佳
作

感
涙
に 

む
せ
ぶ
自
分
が 

い
と
お
し
い

涙
に
は 

い
く
つ
も
の
か
の 

味
が
あ
る

年
老
い
て 

涙
も
ろ
く
て 

困
り
ま
す

涙
腺
の 

弱
さ
加
齢
に 

比
例
す
る

自
分
史
と 

重
な
る
ド
ラ
マ 

涙
す
る

涙
目
が 

言
葉
代
り
に 

訴
え
る

人
生
は 

落
と
す
涙
で 

制
御
す
る

齢
か
さ
ね 

涙
の
色
は 

さ
ま
ざ
ま
で

一
筋
の 

涙
あ
な
た
を 

信
じ
よ
う

産
卵
の 

母
海
が
め
の 

目
に
涙

介
護
か
ら 

解
か
れ
涙
の 

通
夜
の
席

年
重
ね 

ど
ん
な
事
に
も 

す
ぐ
涙

幼
な
児
の 

キ
ラ
キ
ラ
涙 

星
に
似
て

再
会
の 

涙
の
次
は 

笑
い
こ
け

青
春
を 

ぶ
つ
け
涙
の 

甲
子
園

物
忘
れ　
　
　

 　
　

　

ど
ち
ら
も
呆
け
た　
　

        
 　

　
　

と
は
言
わ
ず　

    
　
　
　
　
　
岡
崎
市
　
犬
塚
　
イ
サ

【
寸
評
】　

老
境
に
入
っ
た
と
き
、他
人
か
ら
忘
れ
は
ダ
メ
、

こ
れ
は
や
る
な
と
言
わ
れ
る
と
ほ
ん
と
腹
が
立
つ
も
の
。物

忘
れ
の
ど
こ
が
悪
い
、う
ま
く
忘
れ
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ

も
あ
る
だ
ろ
う
。こ
の
元
気
が
よ
ろ
し
い
。「
ど
ち
ら
も
」が

よ
く
き
い
て
い
る
。ひ
と
つ
の
ユ
ー
モ
ア
さ
え
感
ず
る
。

◆ 

入
選

忘
れ
て
も 

お
互
い
様
の 

年
の
功一宮

市
　
羽
下
　
正
一

へ
そ
く
り
を 

思
い
出
せ
な
い 

隠
し
場
所

豊
田
市
　
伊
井
　
松
美

玄
関
を 

出
て
か
ら
気
づ
く 

忘
れ
も
の

 

犬
山
市
　
木
納
　
幸
子

一
つ
づ
つ 

忘
れ
て
い
く
と 

楽
に
な
る

一
宮
市
　
細
江
　
春
茂

ふ
る
さ
と
へ 

忘
れ
た
も
の
を 

取
り
に
行
く

知
多
市
　
竹
内
　
明
弘

◆ 

佳
作

呑
ん
で
い
る 

つ
も
り
が
溜
ま
る 

薬
箱

忘
れ
て
も 

い
い
こ
と
も
あ
り 

駄
目
も
あ
る

同
窓
会 

聞
く
に
聞
け
な
い 

名
前
出
ず

忘
れ
得
ぬ 

恋
一
つ
あ
り 

流
れ
星

似
た
夫
婦 

忘
れ
っ
ぽ
さ
も 

五
分
と
五
分

思
い
や
り 

忘
れ
た
ふ
り
の 

嫁
姑

忘
れ
て
も 

老
人
会
は 

仲
が
よ
い

あ
あ
よ
く
寝
た 

昨
日
の
こ
と
は 

忘
れ
よ
う

名
が
出
な
い 

探
り
な
が
ら
の 

お
愛
想

忘
れ
た
い 

こ
と
に
限
っ
て 

忘
れ
な
い

悩
み
な
ど 
忘
れ
る
事
も 

生
き
る
術

忘
れ
も
の 
度
重
な
れ
ば 

問
題
だ

辛
い
こ
と 

み
ん
な
忘
れ
て 

手
を
合
わ
す

忘
れ
て
も 

あ
れ
こ
れ
そ
れ
で 

通
じ
合
う

年
の
功　

忘
れ
る
こ
と
も　

芸
の
う
ち

                            
第39 回

豊
田
市
　
豊
田
　
守
男

豊
田
市
　
渡
辺
美
代
子

安
城
市
　
野
村
　
春
夫

豊
田
市
　
山
口
　
純
子

安
城
市
　
松
島
　
照
子

西
尾
市
　
杉
山
　
初
男

稲
沢
市
　
近
藤
　
明
夫

あ
ま
市
　
水
野
　
民
子

大
府
市
　
大
田
　
芳
枝

日
進
市
　
松
山
　
　
眞

高
浜
市
　
石
川
　
孝
一

大
府
市
　
内
藤
　
錦
代

北
名
古
屋
市
　
桑
添
　
禮
子

岡
崎
市
　
阿
部
　
啓
子

岡
崎
市
　
中
田
　
陽
子

豊
橋
市 

　
鈴
木
　
正
子

稲
沢
市
　
熊
谷
　
有
史

豊
橋
市
　
廣
中
　
雅
子

岡
崎
市
　
渡
部
　
恵
子

碧
南
市
　
松
原
　
愛
子

次回の締切

川
柳
道
場「
次
回
の
お
題
」は

「
風
邪
」「
お
月
様
」
で
す
。

そ れ ぞ れ の
お題につき、
１人1枚、
1句まで。



（7）平成30年（2018年）10月号

読者のこえ 脳トレパズル：4月号がいまだに解けません。（知多市：60代男性）

10月号（142号）
の答え 

B
20名様

G
10組

20名様

H
5組

10名様

I
5組

10名様

D
10名様

E
3名様

徳用ふりかけ いわし 

古代アンデス文明展
「アール・ヌーヴォーの伝道師
 浅井忠と近代デザイン」
ご招待券

「アルヴァ・アアルト
 もうひとつの自然」 ご招待券

明太お魚ソーセージ
5本入（650円）

コロナシネマワールド
映画鑑賞券

9/28（金）『散り椿』
最愛の妻と交わした最期の
約 束 を 叶 え る た め、一 人、
故郷に戻った男が哀しき剣
を振る――――
日本映画界に新たな歴史を刻む

“美しい時代劇”が今秋、公開を
迎えます。ぜひコロナワールド
でご覧ください。
 ● 店舗情報
 中川コロナ  シネマワールド TEL 052-303-8511
 小牧コロナ  シネマワールド TEL 0568-72-8145
 安城コロナ  シネマワールド TEL 0566-74-8511
 半田コロナ  シネマワールド TEL 0569-22-2667
 豊川コロナ  シネマワールド TEL 0533-85-6577

アクアイグニス
は「癒し」と「食」
をテーマにした
複 合 温 泉 リ ゾ
ート施設。源泉
100％かけ流し
の温泉と、宿泊
施 設 を 備 え る
ほか、辻口博啓のスイーツや石窯パン、奥田
政行のイタリアン、笠原将弘の和食が楽しめ
ます。
 ● アクアイグニス
 〒510-1233 三重県三重郡菰野町菰野4800-1
 TEL 059-394-7733　https://aquaignis.jp/

A
10組

20名様

アクアイグニス
ペア入浴券

「徳用ふりかけ いわし」
は1993年の発売以来、
皆さまに愛され続け、
おかげさまで25周年
を迎 えることが でき
ました。この度、化学調
味料不使用となって、リニュー
アル新発売いたしました。背の
青い魚に含まれる必須脂肪酸
DHAとEPA、カルシウムを含
む体に嬉しいふりかけです。
 ● 株式会社浜乙女
 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目16番26号
 フリーダイヤル 0120-147-178（㈱浜乙女 お客様相談室）

読者プレゼント
応募方法

応募締切

           

〒450-0002　
名古屋市中村区名駅4-23-13
名古屋大同生命ビル4F

（株）新広社
いきいきライフ係

皆様のご応募を
お待ちしています！

11月7日（水）必着

※当選者の発表は賞品の発送をもって代え
させて頂きますので、ご了承ください。

当社が本プレゼントを通じて得る個人
情報は、お客様のご了承をいただかない
限り、第三者に開示することは一切ありま
せん。ただし、プレゼント提供企業様に、
発送に必要な情報(当選者情報)を開示
する場合があります。

ハガキに①〜⑧を明記し、下記
宛先までお送りください。
①希望プレゼント
②〒・住所  ③氏名  ④年齢  
⑤電話番号  ⑥今号の感想
⑦好きな歌（カラオケの十八
　番）は？
⑧毎日の日課を教えて下さい。

（C）2018「散り椿」製作委員会

フィンランドの建築家、デザ
イナーのアルヴァ・ アア
ル ト（1898－1976）の 大
規模な回顧展。木やレンガ
といった素材を用い、建築
のみならずドアの取っ手や
家具、ガラス器までデザイン
したアアルトの温かみの
ある作品を紹介します。
● 名古屋市美術館
 名古屋市中区栄2-17-25　  TEL 052-212-0001
  会期/2018年12月8日（土）～ 2019年2月3日（日）
  開館/9:30～ 17:00、金曜日は20:00まで
　　　※入場は閉館30分前まで
  休館/月曜日（祝休日の場合は開館し、翌平日休館）、年末年始
  観覧料/一般1,200円、高大生900円、中学生以下無料

お魚ソーセージ
の中心に、かね
ふくの明太子を
たっぷり詰め込
みました。ぷり
ぷりの歯ごたえ
と、明太子の辛さ
が絶妙にマッチした一品です。

 ● かねふく めんたいパーク とこなめ
 〒479-0882 愛知県常滑市りんくう町1-25-4
 TEL 0569-35-9900
 営業時間/平日…9:30～ 17:30 土日祝…9:00～ 18:00

めんたいパーク 検 索

南米大陸で花開いたナス
カ、インカなど９つの文化
を、古代遺物や黄金製品、
ミ イ ラ な ど 約200点 で
紹介します。先史時代から
16世紀にインカ帝国が
滅ぶまでの約15000年、
南北4,000km、標高差4,500ｍの壮大なス
ケールの古代アンデス文明を探ります。
  ● 名古屋市博物館
  会期/2018年10月6日（土）～ 12月2日（日）
  開館/9:30～17:00 ※入場は16:30まで
  休館/毎週月曜日（祝日の場合は翌日 10/9）、第 4 火曜日（10/23、11/27）
  料金/一般1,300円、高大生900円、小中生500円 （前売・団体200円引き）
 主催/名古屋市博物館、ＣＢＣテレビ、中日新聞社　

明 治 を 代 表 す る 洋 画
家、浅井忠が渡仏した
1900-02年はアール・
ヌーヴォーの最盛期。
浅井が持ち帰ったアール
・ヌーヴォーのポスター
や工芸作品と、帰国後に携わった陶磁器・漆器
のデザインを合わせてご紹介します。

● ヤマザキマザック美術館〔地下鉄「新栄町」駅直結〕
 〒461-0004 名古屋市東区葵1-19-30 TEL 052-937-3737
  会期/2018年11月17日（土）～ 2019年2月17日（日）
  開館/平日10:00～17:30、土日祝10:00 ～ 17:00
 　　　※入場は閉館30分前まで
  休館/月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日休館）、年末年始
  観覧料/一般1,300円、小・中・高生600円、小学生未満無料

 F
10組

20名様
コロナの湯入泉 ご招待券

愛知・ 岐阜に5店舗
を展開しているスー
パー銭湯コロナの湯。
解放感あふれる露天
岩風呂や炭酸風呂・
流水浴など、多彩なお
風呂が自慢です。映画・カラオケ・ボウリング
なども隣接しているので、一日中楽しめます。
■コロナの湯 招待券  利用可能店舗
　  愛知県：半田店・豊川店・中川店・安城店
　  岐阜県：大垣店

 ● 株式会社コロナワールド
 〒485-0048 愛知県小牧市間々本町200番地
 TEL 0568-74-1706

アルヴァ・アアルト
《サヴォイ・ベース》1936年
©Vitra Design Museum, Alexander von 
Vegesack

浅井忠《グレーの柳》1901年頃
油彩・キャンヴァス　京都市美術館

愛知いきいきクラブ
愛知県老人クラブ連合会

会員募集中！
愛知県在住で、おおむね60歳以上の
方ならどなたでも入会できます。
※各市町村の老人クラブによっては入会制限 
　年齢が異なる場合があります。

トレパズル
漢 字 詰 め ク ロ ス ワ ー ド

の う 7 月号の答え

答え 冷 奴

老人クラブとは、高齢者の仲間同
士がクラブ活動を通じ、暮らしを
豊かにするとともに、知識と経験
を生かして社会の一員としての
役割を果たすことを目的にした
自主団体です。

愛知いきいきクラブ
愛知県老人クラブ連合会

☎052-212-5524

この中から使わない2文字で答えてください。リスト
単 心 良 台 性 明 会 物 万
虫 車 遊 真 等 書 精 貨 雨
自 一 能 鈴 悪 晴 可 気 平

あらかじめ入っている漢字をヒントに、タテ・ヨコに熟語ができる
よう、〈リスト〉の中の漢字を当あださい。使わずに〈リスト〉に残っ
た漢字を組み合わせてできる二字熟語をお答えください。

奇 好 巡
　 見 山

純 憐
居 観 在

快 覚
機 均 玉

万 読
転 家 金

微 苦 笑 天 下 無 双
妙 止 血 火 花 　
幾 千 潮 果 物

悪 万 物 流 転 語
寒 天 理 生 一 本
高 等 学 校 日

低 気 圧 内 助 之 功
清 作 戦 長 者

C
10名様 花と月　（小缶〈24枚入り〉）

黒大豆を使用
したサラダ味
のおかきと半
月をイメージ
した形の本格
お か き の 醤
油味・サラダ
味 の３種 詰め
合わせ。

 ● 菓匠たばね庵
 〒515-0217 三重県松阪市早馬瀬町72
 TEL 0598-28-2653

マチュピチュ（ペルー）

脳トレパズルを
解かなくても
応募できます！

今号から

読者
プレゼント！
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棒
の
手
と
は
？
始
ま

り
は
い
つ
頃
か
ら
？

　「
お
よ
そ
460
年
前
、

戦
国
大
名
の
中
で
も
い

ち
早
く
こ
の
地
の
農
民

に
、足
軽
と
し
て
の
戦

闘
訓
練
を
命
じ
た
の
が

織
田
信
長
で
し
た
。度

重
な
る
戦
の
中
で
農
民

た
ち
が
自
衛
の
た
め
に

身
に
つ
け
た
武
術
が
、

棒
の
手
の
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。み
な

槍
持
ち
足
軽
だ
っ
た
た

め
、棒
と
棒
で
訓
練
を

行
い
、こ
の「
棒
の
手
合

わ
せ
」が「
棒
の
手
」の

名
前
の
由
来
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。天
下
泰
平

の
江
戸
時
代
に
な
る

と
、献
馬
の
警
箇
隊（
け

い
ご
た
い
）と
し
て
、武

術
の
技
を
神
社
仏
閣
で

奉
納
す
る
演
技
、見
せ

る
演
技
に
。昭
和
の
富

国
強
兵
の
時
代
に
は
、

こ
の
地
域
の
棒
の
手
は

す
べ
て
途
絶
え
ま
し
た

が
、戦
後
、青
年
時
代
に

棒
の
手
を
演
じ
て
い
た

長
老
た
ち
の
情
熱
と
努

力
に
よ
っ
て
復
活
し
ま

し
た
。私
が
教
え
て
も

ら
っ
た
の
が
そ
の
方
た

ち
で
当
時
60
代
、口
伝

で
小
学
校
3
年
生
か
ら

20
歳
位
ま
で
に
20
の
型

を
覚
え
ま
し
た
。現
在
、

四
郷
地
区
の
会
員
数
は

約
240
名
、子
ど
も
の
頃

に
棒
の
手
を
体
験
し
た

者
は
3,
0
0
0
名
を

超
え
て
い
ま

す
。豊
田
市
内

で
は
、正
確
に

は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
現
在

1,
0
0
0
名

く
ら
い
の
会

員
が
お
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
地

区
で
子
ど
も

た
ち
へ
と
継

承
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
」

可
愛
い
女
性
剣
士
も

誕
生
。

　
伝
統
民
俗
芸
能
の
伝

承
が
、青
少
年
育
成
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。少

子
化
で
次
世
代
の
担
い

手
に
苦
労
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
後
継
者
不
足
か
ら

存
続
で
き
な
く
な
っ

た
愛
知
県
内
の
保
存

会
も
あ
り
ま
す
。昔
と

違
い
、今
の
子
ど
も
た

ち
は
塾
や
習
い
事
で

忙
し
い
。危
機
感
を
感

じ
、女
性
に
門
戸
を
広

げ
ま
し
た
。ふ
た
を
開

け
て
み
る
と
、小
学
生

の
女
の
子
た
ち
は
体

が
柔
ら
か
い
の
で
上

達
が
早
く
、な
か
な
か

カ
ッ
コ
い
い
で
す
よ
。

今
で
は
、他
の
保
存
会

に
も
広
が
り
、
可
愛

い
女
性
剣
士
が
増
え

て
い
ま
す
。11
月
18
日

（
日
）に
は「
豊
田
市
猿

投
町
棒
の
手
会
館
」で

三
河
地
区
の
安
城
市
・

西
尾
市
・
み
よ
し
市
・

設
楽
町
の
子
ど
も
達
も

参
加
し
豊
田
市
子
ど
も

棒
の
手
演
技
大
会
を
開

田
市
棒
の
手
保
存
会
」

13
名
が
参
加
。演
技
披

露
だ
け
で
な
く
棒
の
手

体
験
や
甲
冑
着
装
体

験
、法
螺
貝
吹
奏
体
験

な
ど
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
、毎
公
演
観
客

数
500
名
余
と
い
う
盛
況

で
し
た
。メ
ン
バ
ー
、観

客
…
会
場
が
ひ
と
つ
の

輪
と
な
る
一
体
感
が
生

ま
れ
、素
晴
ら
し
い
体

験
で
し
た
。日
本
の
文

化
を
若
い
世
代
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、

「
日
本
が
好
き
、
日
本

に
行
っ
て
み
た
い
」と

思
っ
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
ら
、と

思
い
ま
す
」

　
み
な
さ
ん
も
一
度
ぜ

ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。10

月
は
、毎
週
末
、豊
田
市

内
あ
ち
こ
ち
の
神
社
で

お
祭
が
あ
り
、棒
の
手
奉

納
演
舞
が
見
ら
れ
ま
す
。

●
四
郷
八
柱
神
社（
豊

田
市
四
郷
町
東
畑
3
）

10
月
14
日（
日
）

●
猿
投
神
社（
豊
田
市

猿
投
町
大
城
）
10
月

13
日（
土
）19
時
頃
よ

り
、14
日（
日
）

●
豊
田
市
猿
投
町
棒

の
手
会
館（
豊
田
市

猿
投
町
別
所
23-
1
）

棒
の
手
の
歴
史
や
道

具
、
各
流
派
の
奥
義

（
技
）の
ビ
デ
オ
な
ど
が

見
ら
れ
る
。

入
場
無
料
・
月
曜
休
館

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、み
な

さ
ん
見
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
」

国
際
文
化
交
流
も

盛
ん
。昨
年
は
デ
ト

ロ
イ
ト
美
術
館
で

演
技
披
露
。

　

棒
の
手
は
、剣
術
、棒

術
、薙
刀
術
な
ど
日
本

の
武
術
の
形
を
演
技
に

し
た
伝
統
芸
能
。槍
や

刀
剣
で
立
ち
回
る
敏
捷

な
動
き
、ぶ
つ
か
り
合

う
真
剣
そ
の
も
の
の
緊

張
感
、気
合
い
の
声
。ま

さ
に
日
本
の
武
術
そ
の

も
の
で
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。デ
ト
ロ
イ
ト
日

本
商
工
会
で
の
公
演
は

い
か
が
で
し
た
か
？

　「
こ
れ
ま
で
も
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
ス
ロ
バ
キ
ア

に
遠
征
し
て
い
ま
す

が
、昨
秋
は
、デ
ト
ロ
イ

ト
美
術
館
の
日
本
美
術

コ
ー
ナ
ー「
ジ
ャ
パ
ン
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
招
か
れ
、豊
田
市

の
代
表
的
な
日
本
文

化
の
一
つ
で
あ
る
棒
の

手
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
豊
田

市
と
姉
妹
都
市
に
あ

る
デ
ト
ロ
イ
ト
市
は
、

2
0
1
5
年
に
財
政
破

綻
。自
動
車
産
業
全
盛

の
時
代
に
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
さ
れ
た
デ
ト
ロ
イ
ト

美
術
館
の
世
界
的
名
画

も
売
却
の
危
機
に
晒
さ

れ
た
の
で
す
が
、日
本

商
工
会
・
ト
ヨ
タ
や
ア

イ
シ
ン
な
ど
大
手
企
業

が
財
政
支
援
。そ
の
縁

あ
っ
て
の
遠
征
、「
豊
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愛
知
県
が
誇
る
無
形
民
族
文
化
財
の
ひ
と

つ
、棒
の
手
。豊
田
市
は
、県
下
で
も
集
中
し
て

多
く
の
保
存
会
が
あ
り
、25
団
体
が
継
承
し
て

い
ま
す
。「
豊
田
市
棒
の
手
保
存
会
」の
会
長

柴
田
和
則
さ
ん
は
、生
ま
れ
育
っ
た
四
郷
地
区

で
9
歳
か
ら
棒
の
手
を
始
め
、65
歳
の
現
在
も

現
役
バ
リ
バ
リ
。地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

先
輩
諸
氏
と
共
に
、７
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
で
は
、見
事
な
演
技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

棒
の
手
の
歴
史
と
魅
力
、伝
統
を
継
承
し
て
い

く
た
め
の
活
動
な
ど
、伺
い
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
技
の
伝
承
、

継
承
者
育
成
を
目
指
し
て
。

編
集
後
記

  御礼  老人クラブ役員の皆様、いつも『いきいきライフ』を配布して頂きまして、ありがとうございます。

　

今
年
の
夏
は
本

当
に
酷
暑
で
、原
稿

を
書
い
て
い
る
現

在
も
秋
の
気
配
は

全
く
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。こ
の
号
が
発

行
さ
れ
る
頃
は
幾
分

過
ご
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
今
年
は
台
風

の
当
た
り
年
と
も
言

わ
れ
て
る
の
で
、台

風
33
号
ぐ
ら
い
が

猛
威
を
振
る
っ
て
た

ら
嫌
だ
な
あ
・
・
・
。

さ
ら
に
こ
の
号
が

発
行
さ
れ
る
頃
に

は
私
の
大
好
き
な

ア
ム
ロ
ち
ゃ
ん
が

す
で
に
引
退
し
て

る
事
に
い
ま
気
付

い
て
し
ま
い
ま
し

た
！
今
年
の
秋
は

い
つ
も
以
上
に
寂

し
い
秋
に
な
り
そ

う
で
す
。     　
（
Ｇ
）

　

秋
は
わ
く
わ
く
し

ま
す
。山
々
が
色
と

り
ど
り
に
紅
葉
し

私
達
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。見
る

だ
け
で
な
く
、写
真

撮
影
も
沢
山
の
素

晴
ら
し
い
被
写
体

の
お
か
げ
で
、撮
影

枚
数
が
つ
い
多
く

な
り
ま
す
。

　

食
欲
の
秋
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
体
重
を

気
に
し
な
が
ら
の
生

活
も
又
、楽
し
い
も

の
で
す
。

　

猛
暑
で
あ
っ
た
こ

の
夏
を
何
と
か
乗
り

切
り
、今
は
秋
。次
に

や
っ
て
く
る
季
節
は

一
番
好
き
な
冬
で
す
。

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が

待
ち
遠
し
い
私
は
、楽

し
い
秋
も
早
く
過
ぎ

な
い
か
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。  　
（
Ｎ
）

全国老人クラブ連合会推奨

いきいきクラブ
体操体操

いきいきクラブいきいきクラブ

いきいきクラブいきいきクラブ
体操体操 椅子に座

って

する運動

3：足を丈夫にする運動

  ※足をかえて繰り返し、

  4回行います。

いきいきクラブ体操関連教材
●いきいきクラブ体操DVD
　2,280円（税・送料込）

●いきいきクラブ体操CD
　1,050円（税・送料込）

　購入希望の方は県老連  
　までご連絡ください。

「
豊
田
市
棒
の
手
保
存
会
」会
長

柴
田 

和
則
さ
ん

ももやすねの筋肉を丈夫
にします。（ひざ関節を支持
する大腿四頭筋）
脚の後ろ側を伸ばして血液
の循環を良くします。

効 果

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
紙
面

に
取
り
上
げ
た
い
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。自
薦
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。左
記
ま
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
0
5
2-

2
1
2-

5
5
2
4

右 足 の か か と を 前 に
トン（1、2）とだし、元に
戻します（3、4）。右ひざ
を伸ばして脚を上げ、元
に戻します（5、6、7、8）。
反対も行います。

1・2 3・4 5・6 7・8
トン★

棒の手には、藤牧検藤流、天道蒲田流、井上見当流など、地区に
より多数の流派があります。手の演じ手による荒々しい技は、
気を抜くとケガをするほど。迫真の演技に目を奪われます。


